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９

月
パストラール尼崎

◆
９
月
の
歳
時
記
◆

「
敬
老
の
日
に
寄
せ
て
」

９
月
１
５
日
は
「
敬
老
の
日
」
で
す
が
、
パ
ス
ト
ラ
ー
ル
尼
崎

の
皆
さ
ま
の
日
常
に
接
し
、
こ
の
「
老
」
の
文
字
を
使
う
事
に
違

和
感
を
覚
え
る
事
が
何
度
も
あ
り
ま
す
。
誕
生
日
に
伺
う
と
、

「
自
分
で
も
〇
〇
歳
な
ん
て
ビ
ッ
ク
リ
し
て
る
の
よ
～
」
と
、
当

の
ご
本
人
が
一
番
驚
か
れ
て
い
た
り
す
る
の
で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ

も
デ
ー
タ
ー
に
印
字
さ
れ
て
い
る
年
齢
の
数
字
を
「
え
？
」
と
何

度
も
見
返
す
事
が
一
度
や
二
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
直
近
の
「
夏
祭
り
」
で
は
大
勢
の
皆
さ
ま
が
、
ホ

ン
ト
に
生
き
生
き
さ
れ
、
こ
れ
が
高
齢
者
施
設
の
「
夏
祭
り
」
か

と
目
を
疑
う
程
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
勝
負
に
挑
む
真

剣
な
眼
差
し
は
光
を
放
ち
、
負
け
て
も
笑
い
飛
ば
す
豪
快
さ
。
前

年
に
研
究
さ
れ
つ
く
し
た
ゲ
ー
ム
で
は
優
秀
賞
が
続
出
す
る
な
ど
、

挑
戦
者
の
知
性
と
勝
負
に
対
す
る
本
気
度
が
い
た
る
所
で
発
揮
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
抱
え
き
れ
な
い
程
の
戦
利
品
を
手
に
し
た
頼
も

し
い
背
中
は
、
決
し
て
高
齢
者
の
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
も

の
で
し
た
。

ま
た
毎
月
開
催
し
て
い
る
「
シ
ニ
ア
大
学
」
に
お
い
て
も
、
そ

の
受
講
者
数
は
殆
ど
が
五
〇
名
を
超
え
、
一
つ
の
施
設
で
の
参
加

率
の
高
さ
に
ど
の
講
師
も
一
様
に
驚
き
賞
賛
し
ま
す
。
確
か
に
単

発
の
企
画
で
は
な
く
年
間
を
通
し
た
行
事
で
あ
る
の
に
も
関
わ
ら

ず
、
こ
の
数
字
を
維
持
し
て
い
る
知
的
好
奇
心
の
旺
盛
さ
は
、
稀

有
で
大
い
に
自
慢
で
き
る
も
の
で
す
。

日
帰
り
旅
行
で
は
、
旅
行
社
の
ゆ
っ
た
り
コ
ー
ス
と
は
違
い
、

毎
回
の
欲
張
り
行
程
に
も
関
わ
ら
ず
、
帰
り
の
バ
ス
の
ご
入
居
者

は
と
い
う
と
、
ボ
ロ
雑
巾
状
態
の
添
乗
ス
タ
ッ
フ
に
反
し
、
信
じ

ら
れ
な
い
ほ
ど
元
気
い
っ
ぱ
い
。
そ
の
賑
わ
い
は
パ
ス
ト
ラ
ー
ル

に
到
着
す
る
ま
で
続
き
ま
す
。
帰
り
の
僅
か
な
ト
イ
レ
休
憩
で
も
、

い
つ
の
間
に
か
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
手
に
美
味
し
そ
う
に
頬
張
る

ご
入
居
者
の
姿
に
、
「
年
齢
の
概
念
と
は
何
？
」
と
毎
回
ス
タ
ッ

フ
は
自
問
し
、
わ
が
身
の
情
け
な
さ
に
消
沈
す
る
の
で
す
。
泣

以
前
、
九
十
歳
と
は
到
底
思
え
な
い
と
て
も
お
洒
落
な
女
性
が
、

「
年
齢
は
、
勝
手
に
市
役
所
が
決
め
て
る
の
よ
。
ハ
ハ
ハ
」
と
豪

快
に
笑
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
～
笑

詠ってます！「俳句同好会」

パストラールシニア大学

令和７年度

甲子園の審判は見た“奇跡の試合”

第４回

・日時：９月２６日（金）１４時
講師

元、高校野球審判 木嶋 一黄 氏

今年度も多彩な講師をお迎えし、充実した内容でお

届けしています。講師陣からその受講姿勢を絶賛さ

れている皆さま。今年度も是非ご参加下さい。

＊毎回フロントにお申込み下さい。

＊当日は、学生証も忘れずに！

熱戦を繰り広げた夏の甲子園か

らはやひと月。今回は全国高等

学校野球選手権大会の審判とし

て２５年間、数々の名勝負を

ジャッジした木嶋氏から当時の

感動体験をお聞きします。

二月発足の「俳句同好会」は、講師の田中様（1408号）

の下、会員が互いを助け合うなど温かい雰囲気の中、句

会方式で毎月活動しています。何気ない日常が五七五の

中で宝石のように輝きを放つ俳句。以下に田中様の紹介

文と共に皆さんの自選の一句をご覧頂きたいと思います。

≪見て下さい！この明るい内容と表現を。いずれも年

齢を感じさせない明るい素晴らしい句だと思います。私

たちは夫々の人生経験を踏まえ、まだ何かをやりたい、

充実した生活を送りたい夢を持っています。何かをやり

たいそれがわからない、そんな方に俳句はお勧めです。

美しい自然の描写や記憶に残る懐かしい出来事、社会の

良し悪しに自分の考えを示す事ができるのです。豊かな

生きがいのある生涯を全うするため、運動と遊びと学び

で健康百歳を心がけましょう！≫

◎ かたつむり光る足跡そはいづこ 奥野みちこ

◎ 光跡のもつれて闇へ恋蛍 川本桂子

◎ いくさなき国に暮すや更衣 小林陽子

◎ 薔薇園で雀と私と青空と 平 正子

◎ 春風や郵便ポストに口ふたつ 高橋三千子

◎ ぎごちなきうぐいす大器晩成か 田中節夫

◎ 水飲めば遠慮知らずの汗となり 林 雍子

◎ 雛人形子らは目を見て話しかけ 馬殿禮子

◎ まどろみぬ午後のブランコゆらりゆら 矢野郁子

◎ 静けさが汗おとしけり奥座敷 山中史代

◎ 絵日傘や万博ゲートあと五分 横山時子

今年の夏祭り

≪見て下さい！この明るい内容と表現を。いずれも

年齢を感じさせない明るい素晴らしい句だと思います。

私たちは夫々の人生経験を踏まえ、まだ何かをやりた

い、充実した生活を送りたい夢を持っています。何か

をやりたいそれがわからない、そんな方に俳句はお勧

めです。美しい自然の描写や記憶に残る懐かしい出来

事、社会の良し悪しに自分の考えを示す事ができるの

です。豊かな生きがいのある生涯を全うするため、運

動と遊びと学びで健康百歳を心がけましょう！≫


